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３月１日（金） 古仁屋高校卒業式      広報せとうち（２）

高
校
入
試
に
向
け
て

教
頭

二
石

政
彦

３
月
６
日(

水)

及
び
７
日
（
木
）
は

公
立
高
校
の
学
力
検
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
受
検
生
に
と
っ
て

は
人
生
初
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
合
格
す
る
こ
と
が
先

決
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
周
到
な
準

備
を
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

百
点
を
め
ざ
す
人
は
百
点
の
努
力

を
し
、
５
０
点
を
め
ざ
す
人
は
５
０

点
の
努
力
し
か
し
ま
せ
ん
。
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

試
験
が
始
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
深
呼
吸

し
て
気
持
ち
を
整
え
て
、
解
け
る
問

題
か
ら
解
き
始
め
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
焦
っ
た
り
諦
め
た
り
は
禁

物
で
す
。
姿
勢
を
正
し
、
集
中
力
を

発
揮
し
、
最
後
ま
で
粘
っ
て
く
だ
さ

い
。
早
く
解
答
し
終
わ
っ
た
ら
、
ミ

ス
が
な
い
か
見
直
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

試
験
会
場
で
は
、
余
裕
を
持
っ
て
、

ま
た
、
周
囲
の
受
検
生
の
こ
と
も
考

え
て
、
静
か
に
落
ち
着
い
て
行
動
し

ま
し
ょ
う
。
広
く
ト
ー
タ
ル
と
し
て

の
人
間
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時

代
で
す
。

高
校
の
先
生
方
や
先
輩
達
は
４
月

に
、
明
る
く
溌
剌
と
し
た
皆
さ
ん
と

会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

最
後
に
、
イ
チ
ロ
ー
の
言
葉
を
ひ
と

つ
。「
『
で
き
な
く
て
も
し
ょ
う
が
な

い
』
は
、
終
わ
っ
て
か
ら
思
う
こ
と

で
あ
っ
て
、
途
中
に
そ
れ
を
思
っ
た

ら
、
絶
対
に
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
」

う も ー れ  古 高 へ！ 
【古仁屋高校のコーナー⑤】 桜の季節は別れのとき，旅立ちのときです。家族や友

人、お世話になった方々を大切に想いながら、新しい出会いや環境に備えましょう！ 

平成２５年４月は、新たな古高の船出!!! 地域を巻き込んでいきたいと思います。

毎朝 7 時半頃，数名の先生方と生徒の有志
が正門前に立ち，朝課外のために登校する

本校生や登校途中の小中学生にあいさつを

するのが良き伝統になりつつあります。

夏
休
み
か
ら
始
ま
っ
た
本
校
特
別
棟
の

耐
震
補
強
工
事
が
１
月
中
旬
に
完
了
。

ク
リ
ー
ム
イ
エ
ロ
ー
の
美
し
く
安
全
な

校
舎
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
米
田

哲
彦
氏
を
は
じ
め
、
工
事
に
携
わ
っ
た

全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

成
人
式
に
て

本
校
卒
の
渡
辺
桜

子
さ
ん
（
鹿
児
島

純
心
女
子
短
大
）

が
今
年
の
成
人
式

の
司
会
進
行
を
務

め
ま
し
た
。

ま
た
、
田
井
陽
子

さ
ん
（
志
學
館
大
）

と
久
原
澄
香
さ
ん

特
別
棟
耐
震
補
強
工
事
完
了

＊
＊

日
本
一
の
先
生
が
い
ま
す

＊
＊

古
仁
屋
高
校
の
２
人
の
日
本
一
の
先
生
を
紹
介

し
ま
す
。
保
健
体
育
科
の
羽
田
光
二
先
生
と
谷

山
祐
治
先
生
で
す
。

羽
田
先
生
は
、
高
校
時
代
に
全
国
高
校
総
体
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
個
人
サ
ー
ブ
ル
で
優
勝
。
谷

山
先
生
は
、
全
国
高
校
選
抜
と
全
国
高
校
総
体

の
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
６
３
㎏

級
で
優
勝
。
大
学
で
も
全
日
本
大
学
選
手
権
と

学
生
選
手
権
で
計
４
回
優
勝
し
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
努
力
を
し
た
先
生
方
は
何
か
を
持
っ

て
い
ま
す
。

小
中
学
校
の

集
合
学
習
等

に
ぜ
ひ
来
て

ほ
し
い
！
と

希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
本

校
ま
で
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

羽田先生 谷山先生

♪♪ 朝 の 登 校 風 景 ♪♪ 

田井陽子さん(中),久原澄香さん（右） 池田美智子さん 

（
奄
美
看
護
福
祉
専
門
学
校
）
が

島
唄
を
披
露
し
、
池
田
美
智
子
さ

ん
（
兵
庫
県
立
大
）
が
新
成
人
代

表
で
所
感
を
発
表
し
ま
し
た
。

式
に
は
教
頭
、
久
保
薗
先
生
の
他

に
、
３
年
次
の
担
任
だ
っ
た
窪
寿

人
先
生
（
出
水
高
）
と
川
上
理
恵

先
生
（
薩
南
工
高
）
も
駆
け
つ
け

て
下
さ
い
ま
し
た
。
新
成
人
の
今

後
の
御
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。



広報せとうち(３) ３月１日（金）  古仁屋高校卒業式     
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３月１日（金）  古仁屋高校卒業式 広報せとうち（４）

台
風
１７
号
関
係
災
害
復
旧

費
と
し
て
８
億
１
３
７
０

万
円
余
を
補
正

主
な
内
容
は
、
台
風
１７
号
災

害
復
旧
費
関
連
と
し
て
農
地
災

害
復
旧
費
に
２
６
３
６
万
３
千

円
、
林
道
災
害
復
旧
費
に
２
億

４
５
０
万
円
、
道
路
橋
梁
河
川

災
害
復
旧
費
に
５
億
７
０
０
４

万
２
千
円
、
社
会
教
育
施
設
災

害
復
旧
費
に
１
２
５
６
万
円
な

ど
合
計
８
億
１
３
７
０
万
１
千

円
。ま

た
、
被
災
者
生
活
支
援
金

１
４
１
０
万
円
、
障
害
者
自
立

支
援
費
扶
助
２
８
０
０
万
円
、

畜
産
振
興
整
備
（
諸
鈍
地
区
に

敷
料
保
管
庫
）
１
０
０
０
万
円
、

畜
産
振
興
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
購

入
５
０
４
万
円
、
枯
れ
松
支
障

木
除
去
（
町
内
一
円
）
１
７
０

０
万
円
、
救
急
艇
の
エ
ン
ジ
ン

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
８
１
０
万

円
な
ど
で
す
。

総
額
８
億
８
１
９
万
２
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

清
水
公
園
の
健
全
な
利
用
の

促
進
を
図
り
、
住
民
の
福
祉
の

増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
清
水
公
園
の
「
陸
上
競
技

場
」
、「
器
具
類
」
、「
照
明
施
設
」
、

「
庭
球
場
」
、
「
総
合
体
育
館
」

の
使
用
料
等
を
定
め
、
４
月
１

日
よ
り
施
行
す
る
も
の
で
す
。

個
人
住
民
税
の
寄
付
金
控
除

の
制
度
拡
充
に
よ
る
条
文
の
整

備
と
軽
自
動
車
税
の
納
期
を
現

在
の
「
４
月
１１
日
か
ら
４
月
３０

日
ま
で
」
を
「
５
月
１
日
か
ら

５
月
３１
日
ま
で
」
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
会
議
に
お
い
て
公
聴

会
の
開
催
及
び
参
考
人
の
招
致

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

「
公
聴
会
」
及
び
「
参
考
人
」

規
定
を
新
た
に
設
け
る
も
の
で

す
。

改選後初の議会、第4回（12月）定例会は、12月１２日～２０日までの９日間の日

程で開かれました。はじめに正副議長選挙、常任委員会・運営委員会委員の選任、各広域

事務組合議会議員の選挙等を行い、新しい議会構成が決まりました。 

また、補正予算議案７件、契約議案１件、条例議案３件、人事議案２件、その他議案３

件、議員発議３件の計1９件の議案を審議し可決しました。 

（主な議案等の要旨は次のとおりです。） 

一
般
会
計
補
正
予
算

(

第
５
号) 

清
水
公
園
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

税
条
例
の
一
部
改
正

消
防
組
合
議
会
議
員

に向
野

忍
議
員

農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員
に

元
井

直
志
議
員

介
護
保
険
一
部
事
務

組
合
議
会
議
員
に

中
村

義
隆
議
員

衛
生
組
合
議
会
議
員

に池
田

啓
一
議
員

大
島
地
区
広
域
事
務

組
合
議
会
議
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す

議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

教
育
委
員
会
委
員
に

森
山

力
藏
氏

監
査
委
員
に

中
村

義
隆
氏



広報せとうち（５） ３月１日（金）古仁屋高校卒業式     

第４回（１２月）定例会では、８名の議員が町政全般に亘り、質問・提言を行ない議論

を交わしました。一部を要約して、紹介いたします。

 なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。

議
員

消
防
・
防
災
体
制
の

強
化
に
つ
い
て

消
防
分
署
・
消
防
団
・
自
主
防

災
組
織
の
強
化
を
図
り
、
新
た
に

「
危
機
管
理
室
」
を
設
置
す
る
お

考
え
は
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

危
機
管
理
室
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
他
の
市
町
村
の
状

況
を
見
据
え
な
が
ら
、
検
討
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

情
報
発
信
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

１
．
網
野
子
バ
イ
パ
ス
開
通
前

に
、
本
町
経
済
の
活
性
化
を
目
的

と
し
た
情
報
発
信
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
）
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
求
め
ま

す
。２

．
若
者
の
定
住
対
策
、
Ｕ
タ

ー
ン
で
き
る
地
域
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
る
お
考
え
な
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

町
長

１
．
本
町
と
し
ま
し
て

も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
推
進
す
べ

き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
町
、
各
種
団
体
、
事
業

者
等
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が

ら
経
済
の
活
性
化
、
定
住
促
進

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

一
次
産
業
の
振
興
と

観
光
の
融
合
に
つ
い
て

本
町
に
於
け
る
一
次
産
業
の

振
興
と
体
験
型
観
光
を
セ
ッ
ト

に
し
た
観
光
の
商
品
化
、
Ｐ
Ｒ
が

更
に
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
と
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
の
三
島
そ
れ
ぞ
れ
の
観

光
振
興
の
戦
略
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

町
長

一
次
産
業
と
体
験
型
観

光
の
融
合
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

今
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
と
、

現
在
計
画
中
の
体
験
交
流
館
で

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
部

会
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ま

た
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま

し
て
も
、
平
成
２７
年
度
に
開
所

予
定
の
体
験
交
流
館
を
拠
点
に
、

情
報
発
信
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

議
員

健
康
増
進
事
業
と
子

育
て
環
境
に
つ
い
て

本
町
独
自
の
「
健
康
増
進
事

業
」
の
推
進
と
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

毎
年
、
各
種
検
診
や
特

定
健
診
等
を
実
施
し
、
保
健
師

及
び
看
護
師
が
対
象
者
と
話
し

合
い
健
康
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
ま
し
て
は
、
生
活
習

慣
改
善
の
意
識
づ
け
を
目
的
と

し
た
「
健
康
切
符
」
を
発
行
し
、

町
民
と
一
体
化
し
た
健
康
増
進

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

議
員

教
育
・
文
化
・
人
材

育
成
に
つ
い
て

教
育
・
文
化
の
町
と
し
て
人

材
育
成
に
ど
の
よ
う
な
お
考
え

を
お
持
ち
な
の
か
、
ま
た
学
校
統

合
問
題
に
対
す
る
見
解
と
併
せ

て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

教
育
長

い
つ
で
も
、
誰
で
も

ど
こ
で
も
、
生
涯
を
通
じ
て
学

習
す
る
機
会
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
学
校
統

合
に
つ
き
ま
し
て
は
現
時
点
に

お
い
て
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
が
、
集
合
学
習
や
へ
き
地

交
流
学
習
を
通
し
て
、
少
人
数

校
で
の
学
習
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。

林 健二議員



３月１日（金）古仁屋高校卒業式     広報せとうち（６）

議
員

安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

一
昨
年
来
の
集
中
豪
雨
、
続
け

ざ
ま
の
台
風
に
よ
り
復
旧
工
事

も
間
に
合
わ
な
い
ま
ま
同
じ
地

域
等
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
れ
ら
を
教
訓
に
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
迅
速
か

つ
具
体
的
な
対
策
を
取
る
べ
き

で
あ
る
。

早
急
な
地
域
防
災
計
画
等
の

抜
本
的
な
見
直
し
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

町
長

基
本
的
に
国
・
県
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

台
風
、
豪
雨
等
の
危
機
事
象
を

ふ
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
の
適

宜
な
見
直
し
は
必
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員

産
業
振
興
・
雇
用
の

創
出
に
つ
い
て

一
、
産
業
振
興
・
雇
用
の
創
出

を
基
本
に
奄
振
法
改
正
に
向
け

「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

施
策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

奄
美
群
島
の
将
来
像
と

し
て
、

①
若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢

を
実
現
す
る
島

②
全
て
の
「
島
ち
ゅ
」
が
主
人

公
と
し
て
活
躍
す
る
島

③
世
界
の
人
々
に
魅
力
を
伝
え

る
宝
の
島
の
３
つ
が
示
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

戦
略
の
基
本
施
策
は
、

①
人
材
の
確
保
・
育
成
、
教
育

②
奄
美
群
島
の
魅
力
（
自
然
・

歴
史
・
文
化
・
人
の
温
か
さ
・

厳
し
さ
・
長
寿
・
子
宝
）
の
活

用③
共
生
協
働
の
推
進
、
交
流
・

連
携
の
強
化

④
市
場
の
拡
大
（
人
と
モ
ノ
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

二
、
本
町
独
自
の
農
林

水
産
業
資
源
を
生
か
し
た
産
業

育
成
と
若
者
の
雇
用
創
出
の
施

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
・
タ
ン
カ
ン
・
シ
イ
タ
ケ
等

に
付
加
価
値
を
付
け
た
独
自
の

産
物
を
活
用
し
た
六
次
産
業
化

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
特
に

タ
ン
カ
ン
と
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル

ー
ツ
の
規
格
外
品
を
有
効
活
用

し
農
家
の
所
得
向
上
と
雇
用
の

創
出
を
促
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

教
育
に
つ
い
て

将
来
の
島
を
支
え
る
人
材
の

育
成
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

教
育
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

子
供
た
ち
に
基
礎
・

基
本
の
学
力
を
確
実
に
身
に
着

け
さ
せ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

体
験
活
動
を
重
視
す
る
中
で
考

え
る
力
を
養
い
、
豊
か
な
心
を

も
ち
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
能

力
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
と
社
会
の

変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る

議
員

防
災
・
減
災
対
策
に

つ
い
て

一
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
諸
施
策
の
推
進
を
図
る
為
に

は
、
ま
ず
は
、
専
門
家
等
に
調
査

を
さ
せ
る
べ
き
と
思
う
。
特
に
、

こ
の
数
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、

連
続
し
て
床
上
・
床
下
浸
水
の
あ

っ
た
地
域
、
加
計
呂
麻
島
の
孤
立

集
落
、
古
仁
屋
市
街
地
の
雨
水
・

能
力
、
い
わ
ゆ
る
「
生
き
る
力
」
、

「
生
き
抜
く
力
」
を
備
え
た
人

間
の
育
成
を
図
り
、
他
人
を
思

い
や
る
心
、
生
命
を
尊
重
す
る

心
、
感
動
す
る
心
な
ど
を
育
む

教
育
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

排
水
対
策
を
優
先
し
て
調
査
さ

せ
、
今
後
の
防
災
計
画
に
反
映
さ

せ
る
べ
き
と
思
う
が
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

二
．
Ｆ
Ｍ
放
送
が
、
い

ま
だ
に
聞
こ
え
な
い
地
域
が
あ

る
。
現
在
の
難
聴
集
落
名
と
難
聴

対
策
、
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
解
消
で

き
る
の
か
。
具
体
的
な
資
料
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

企
画
課
長

今
年
度
中
に
は
解

消
を
図
り
た
い
。
具
体
的
な
資

向野 忍議員
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料
を
早
急
に
提
出
し
ま
す
。

議
員

枯
松
処
理
対
策
に

つ
い
て

現
在
は
、
補
助
事
業
を
導
入
し

て
処
理
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
現

場
処
理
が
補
助
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
為
、
道
路
沿
い
に
枯

松
が
山
積
さ
れ
る
等
、
環
境
的
に

良
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

観
光
立
町
、
交
流
人
口
増
に
力

を
入
れ
て
い
る
が
、
観
光
道
路
と

し
て
の
価
値
が
損
な
わ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
の
で
、
現
場

処
理
の
方
法
で
は
な
く
、
環
境
に

配
慮
し
た
処
理
方
法
を
講
ず
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

ま
た
、
こ
の
枯
松
が
二
次
災
害

の
予
備
軍
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き

と
思
う
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長

総
合
的
な
観
点
か
ら
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

各
種
協
議
会
に
つ

い
て現

在
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員

会
（
「
自
衛
隊
拡
充
・
誘
致
推
進

協
議
会
」、「
古
仁
屋
高
校
振
興
対

策
協
議
会
」、「
加
計
呂
麻
体
験
交

流
館
建
設
検
討
委
員
会
」、「
文
化

会
館
（
仮
称
）
建
設
検
討
委
員

会
」
）
の
委
員
は
、
町
内
の
各
種

団
体
等
の
代
表
等
、
こ
れ
ま
で
同

様
の
委
員
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識

を
持
っ
た
方
や
経
験
を
積
ま
れ

た
町
外
の
方
々
等
を
委
員
に
入

れ
る
べ
き
と
思
う
が
考
え
を
伺

い
ま
す
。

町
長
、
教
育
長

専
門
適
材
者

が
い
れ
ば
委
員
に
入
っ
て
い
た

だ
く
考
え
は
大
い
に
持
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
を
進
め
る
中

で
、
必
要
な
事
案
が
生
じ
た
場

合
は
、
委
員
以
外
の
専
門
家
の

要
請
も
考
慮
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

①
台
風
襲
来
時
に
、
本
島
側

の
漁
船
や
貸
し
切
船
な
ど
陸
揚

げ
出
来
な
い
船
舶
の
避
難
の
現

状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長

現
状
に
つ
い
て
は
久
慈

湾
（
浦
地
区
）・
篠
川
湾
・
阿
鉄

湾
・
古
仁
屋
港
（
手
安
地
区
）

を
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
漁
協
や
貸
し
切
船
等

関
係
団
体
の
意
見
や
要
望
に
基

づ
き
、
必
要
な
改
善
策
に
つ
い

て
関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

②
災
害
本
部
長
の
町
長

と
し
て
の
心
構
え
を
問
う
中
で
、

台
風
襲
来
時
の
行
動
に
つ
い
て
、

台
風
１６
号
、
１７
号
の
時
、
町
長

は
ど
こ
で
、
何
を
し
て
い
た
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長

台
風
１６
号
の
時
に
は
、

東
京
で
サ
ン
プ
レ
イ
の
宮
畑
代

表
と
会
い
、
大
相
撲
の
慶
天
海

の
祝
賀
会
、
観
光
大
使
（
永
井

龍
雲
氏
）
の
依
頼
に
行
き
ま
し

た
。１７

号
の
時
に
は
、
九
州
防
衛

協
会
の
会
が
宮
崎
で
あ
っ
た

の
で
、
こ
れ
に
出
席
し
ま
し
た
。

議
員

度
重
な
る
台
風
襲
来
、

町
民
が
不
安
と
恐
怖
の
中
、
台

風
が
過
ぎ
去
る
の
を
待
つ
し
か

な
い
中
で
、
い
か
な
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
出
張
だ
っ
た
の
か
、

残
っ
て
、
災
害
が
起
こ
る
こ
と

を
想
定
し
て
対
応
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
の
か
。

町
長

災
害
対
策
本
部
と
は

電
話
で
連
絡
し
て
お
り
ま
す
。

本
部
長
と
し
て
指
令
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い

う
の
は
怠
っ
て
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

議
員
（
指
摘
）

台
風
が
来
る

こ
と
を
分
か
っ
て
い
て
、
町
長

は
出
張
に
行
っ
て
い
る
。

優
先
す
べ
き
は
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
こ
と
で
は
な

い
の
か
、
そ
れ
に
対
応
す
る
準

備
を
す
る
の
が
行
政
の
ト
ッ
プ

の
使
命
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

議

員

加
計
呂
麻
島
展

示
・
体
験
交
流
館
事
業
に
つ

い
て管

理
運
営
と
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
今
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い

ま
す

町
長

管
理
運
営
は
開
所
か
ら

数
年
は
行
政
が
運
営
す
る
予
定

で
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は
現
在
部

鎌田愛人議員
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会
に
お
い
て
収
集
し
て
い
ま
す

が
、
ま
と
ま
り
次
第
、
提
供
者

を
募
る
作
業
に
入
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
質
問

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
（
河
川
の
氾
濫
防
止
対

議
員

災
害
の
復
旧
に
つ

い
て相

次
ぐ
台
風
の
襲
来
に
よ
る

土
砂
崩
れ
等
の
災
害
復
旧
に
対

す
る
町
当
局
の
計
画
、
進
捗
状
況

を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

町
長

２３
年
度
災
害
は
、
６６
件

全
て
を
本
年
度
に
繰
り
越
し
実

施
し
て
お
り
、
年
度
内
完
工
に

努
め
て
い
ま
す
。

策
、
国
道
５８
号
線
の
道
路
寸
断

時
の
救
急
搬
送
対
策
に
つ
い

て
）自

衛
隊
の
誘
致
・
拡
充
に
つ

い
て古

仁
屋
高
校
の
振
興
対
策
に

つ
い
て

２４
年
度
災
害
に
つ
き
ま
し
て

も
、
大
半
を
繰
り
越
し
ま
す
が
、

生
活
路
線
・
河
川
の
優
先
発
注

を
進
め
、
早
急
な
交
通
規
制
の

解
除
と
二
次
災
害
の
防
止
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
小
規
模
な
一

般
単
独
災
害
や
河
川
・
水
路
の

埋
塞
、
施
設
補
修
等
に
つ
い
て

は
、
緊
急
性
・
危
険
性
を
優
先

し
対
処
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

観
光
地
の
整
備
に

つ
い
て

本
町
に
は
、
観
光
地
と
し
て
整

備
す
れ
ば
も
っ
と
観
光
客
を
呼

べ
る
の
で
は
と
思
え
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
阿
木
名

の
海
岸
端
に
重
野
安
釋
氏
（
し
げ

の
や
す
つ
ぐ
）
の
寺
子
屋
跡
が
あ

り
ま
す
が
、
町
で
買
い
取
り
寺
子

屋
を
復
元
（
ト
イ
レ
完
備
）
し
て
、

観
光
地
化
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

ま
た
、
ト
イ
レ
設
置
を
希
望
す

る
集
落
に
は
維
持
管
理
を
各
集

落
で
行
う
と
い
う
こ
と
を
条
件

に
し
て
進
め
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
、
町
当
局
の
考
え
を
お
聞

き
し
ま
す
。

町
長

阿
木
名
集
落
の
重
野
安

釋
氏
の
寺
子
屋
跡
地
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
本
地
域

へ
の
集
客
等
を
考
慮
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

各
集
落
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
、

維
持
管
理
は
集
落
に
と
い
う
ご

提
案
で
す
が
、
義
務
的
に
発
生

す
る
浄
化
槽
管
理
委
託
料
、
法

定
検
査
料
、
そ
の
他
消
耗
品
等

の
費
用
が
毎
年
発
生
し
、
集
落

負
担
が
大
き
な
も
の
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

教
育
環
境
の
整
備

に
つ
い
て

１
．
教
育
は
社
会
の
基
本
で
あ

り
、
何
よ
り
も
重
要
な
も
の
で
あ

り
ま
す
。
少
子
化
の
現
状
に
は
町

当
局
も
苦
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
当
局
で
考
え
て

い
る
こ
と
と
か
、
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

現
在
、
校
区
外
か
ら

小
規
模
小
学
校
へ
の
通
学
を
認

め
る
特
別
認
可
制
度
や
町
外
か

ら
加
計
呂
麻
地
区
へ
の
家
族
と

と
も
に
転
入
す
る
「
に
ほ
ん
の

里
・
加
計
呂
麻
留
学
制
度
」
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
小
人
数
学
校
に
お
け

る
、
学
習
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
、
集
合
学
習
及
び
へ
き
地

交
流
学
習
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

議
員

２
．
阿
木
名
小
中
学
校

の
体
育
館
建
て
替
え
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い
て

も
、
以
前
か
ら
要
望
し
て
い
る
が
、

全
く
進
展
し
な
い
。
体
育
館
と
併

設
で
も
い
い
の
で
、
検
討
で
き
な

い
の
か
、
町
当
局
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

教
育
長

阿
木
名
小
中
学
校
の

体
育
館
は
、
昭
和
41
年
の
建
設

で
老
朽
化
が
危
惧
さ
れ
る
施
設

で
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
に

お
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
り
、
ま
た
、
学
校
教

育
施
設
の
整
備
方
針
と
し
て
は
、

優
先
順
位
が
高
い
施
設
で
あ
る

と
判
断
し
て
お
り
、
今
後
の
教

育
施
設
整
備
の
中
で
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

学
校
プ
ー
ル
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
校
教
育
施
設
全
体

で
の
優
先
順
位
や
財
政
面
等
も

あ
り
ま
す
の
で
、
検
討
課
題
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

元井直志議員
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議
員

本
町
の
活
性
化
対

策
に
つ
い
て

第
１
回
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
ま
ち

瀬
戸
内
町
「
食
の
祭
典
」
が
、
せ

と
う
ち
海
の
駅
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
企
画
・
運
営
の
仕
方
、

予
算
規
模
、
経
済
効
果
、
地
域
活

性
化
に
及
ぼ
す
影
響
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

第
１
回
「
食
の
祭
典
」

は
、
奄
美
力
戦
略
会
議
・
瀬
戸

内
地
区
委
員
の
提
言
を
基
に
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
戦
略
事
業
と
し
て
、
事

業
費
補
助
金
を
受
け
、
１
５
０

万
円
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

も
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
町
と
し
て
定

着
で
き
る
よ
う
、
効
果
的
な
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
１
．
本
町
で
養
殖
さ
れ
て
い
る

ク
ロ
マ
グ
ロ
、
真
珠
、
ク
ル
マ
エ

ビ
等
を
活
用
し
た
体
験
型
ツ
ア

ー
の
戦
略
を
伺
い
ま
す
。

町
長

今
後
も
引
き
続
き
事
業

所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
施

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光

客
獲
得
の
為
、
こ
れ
か
ら
も
旅

行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
新
聞
社
、

雑
誌
社
、
学
校
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

２
．「
奄
美
の
イ
ル
カ
・

ク
ジ
ラ
２
０
１
２
歴
史
と
今
か

ら
創
造
す
る
未
来
」
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
本
町
で
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
内
容
と
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

町
長

大
島
海
峡
に
は
多
く
の

イ
ル
カ
・
ク
ジ
ラ
の
目
撃
が
あ

り
ま
す
の
で
、
大
島
海
峡
で
の

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
可
能
性
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
７
年
間

で
１
７
４
回
の
目
撃
が
あ
り
、

冬
期
の
鯨
類
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の

実
現
に
向
け
、
関
係
者
と
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

議
員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
に
つ
い
て

今
年
度
の
申
し
込
み
件
数
及

び
経
済
効
果
の
予
想
、
こ
の
助
成

制
度
を
周
知
さ
せ
る
為
の
広
報

方
法
を
伺
い
ま
す
。

町
長

町
民
が
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
経
費
の

一
部
を
町
が
助
成
す
る
も
の
で

建
築
業
者
の
活
性
化
を
図
る
目

的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

助
成
件
数
は
、
11
月
末
で
14

件
で
あ
り
、
年
度
内
の
予
算
30

件
分
が
助
成
さ
れ
た
場
合
、
約

３
１
６
０
万
円
程
度
が
工
事
実

績
と
し
て
予
想
さ
れ
ま
す
。
町

民
へ
の
広
報
方
法
は
、「
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
や
「
広
報
せ
と
う

ち
」
を
活
用
し
周
知
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。

議
員

救
急
輸
送
に
つ
い

て
台
風
時
等
し
け
の
為
、
救
急
船

議
員

奄
美
群
島
日
本
復

帰
60
周
年
記
念
に
つ
い
て

来
年
は
復
帰
60

周
年
に
な

り
ま
す
が
、
本
町
は
、
ど
の
よ

う
な
企
画
で
し
ょ
う
か
。

町
長

広
域
事
務
組
合
に
お
い

て
「
奄
美
群
島
日
本
復
帰
６０
周

年
交
流
推
進
事
業
」
を
計
画
し

が
請
島
、
与
路
島
に
航
行
で
き
な

い
場
合
の
緊
急
時
の
患
者
輸
送

方
法
を
伺
い
ま
す
。

町
長

海
上
保
安
署
へ
連
絡
を

取
り
、
奄
美
市
に
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
「
か
い
も
ん
」
、
「
い
そ

な
み
」
に
依
頼
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

て
お
り
、
そ
の
中
で
本
町
が
関

わ
れ
る
も
の
等
に
つ
い
て
は
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員

農
業
振
興
に
つ
い

て
サ
ト
ウ
キ
ビ
振
興
に
つ
い
て

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
購
入
計
画
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

栽
培
農
家
の
高
齢
化
や

栽
培
面
積
の
減
少
な
ど
の
振
興

方
策
と
し
て
、
近
年
小
型
化
が

進
ん
で
お
り
ま
す
サ
ト
ウ
キ
ビ

渡島芳臣議員

中村義隆議員



３月１日（金）古仁屋高校卒業式     広報せとうち（１０）

収
穫
用
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
来
年

度
離
島
振
興
事
業
に
お
い
て
導

入
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

議
員

古
仁
屋
市
街
地
の

街
路
樹
に
つ
い
て

古
仁
屋
市
街
地
に
町
が
整
備

し
た
街
路
樹
は
何
カ
所
あ
り
、
管

理
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長

管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

主
に
地
域
自
治
会
や
近
隣
住
民

議
員

今
後
の
町
に
つ
い

て１
．
災
害
地
の
復
旧
事
業
の
現

状
と
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に

向
け
て
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

の
自
主
的
な
協
力
に
よ
り
管
理

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
定

期
的
な
伐
採
や
選
定
を
行
っ
て

お
り
、
関
係
機
関
で
毎
年
実
施

さ
れ
る
交
通
安
全
対
策
会
議
、

交
通
安
全
総
点
検
・
合
同
現
場

診
断
等
の
道
路
診
断
に
基
づ
き

指
摘
・
要
望
を
受
け
、
樹
木
の

選
定
等
に
つ
い
て
危
険
性
を
考

慮
し
、
近
隣
住
民
の
ご
理
解
の

上
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

①
道
路
災
害
に
つ
い
て

②
各
集
落
の
水
害
対
策
に
つ
い

て③
古
仁
屋
市
街
地
の
水
害
対
策

に
つ
い
て

町
長

①
道
路
災
害
に
つ
い
て

は
、
生
活
路
線
の
優
先
発
注
を

進
め
、
早
急
な
交
通
規
制
の
解

除
と
二
次
災
害
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

②
各
集
落
の
水
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
河
川
・
水
路
の
埋
塞
、

施
設
補
修
等
に
つ
い
て
緊
急

性
・
危
険
性
を
優
先
し
、
重
機

借
り
上
げ
等
の
外
注
及
び
、
直

営
作
業
に
よ
り
対
処
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

③
古
仁
屋
市
街
地
の
水
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
な
対

策
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
被

害
対
象
住
民
や
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

２
．
陸
上
自
衛
隊
の
誘

致
や
海
上
自
衛
隊
の
拡
充
に
つ

い
て
の
現
状
と
今
後
の
計
画
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

平
成
24
年
２
月
に
推
進

協
議
会
11
名
に
よ
り
、
国
会
議

員
、
陸
・
海
幕
僚
長
（
代
理

総

務
部
長
）
に
会
い
要
望
書
を
提

出
し
、
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
具
体
的

な
進
展
は
な
く
今
日
に
至
っ
て

い
る
状
況
で
す
。
国
の
防
衛
施

策
を
注
視
し
な
が
ら
、
今
後
も

自
衛
隊
と
の
親
睦
を
図
り
つ
つ
、

粘
り
強
く
要
望
・
陳
情
活
動
を

続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

３
．
町
の
産
業
振
興
の

一
環
と
し
て
町
営
農
園
や
マ
グ

ロ
の
町
営
養
殖
等
は
、
雇
用
の

拡
大
に
も
な
る
と
思
う
が
考
え

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

現
段
階
に
お
い
て
、
町

営
農
園
と
マ
グ
ロ
の
町
営
養
殖

等
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
の
方
針
と
し
て
、
個
々
の

農
家
を
育
成
し
、
体
験
型
農
園

や
観
光
と
連
携
し
た
民
泊
型
農

園
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

マ
グ
ロ
養
殖
は
、
数
十
億
円

と
い
う
膨
大
な
事
業
費
が
か
か

り
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
権
取
得

は
地
域
の
理
解
と
漁
業
権
者
の

同
意
が
必
要
で
、
特
に
漁
業
組

合
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
も
な

る
の
で
、
マ
グ
ロ
の
町
営
養
殖

は
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆
新
し
い
議
会
構
成
の
も
と
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
議
員
１０
名
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

◆
議
会
報
編
集
委
員
会
も
、
主

に
一
般
質
問
や
委
員
会
活
動
を

中
心
に
議
会
の
状
況
を
皆
様
に

お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
、
限
ら

れ
た
紙
面
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◆
季
節
の
変
わ
り
目
、
健
康
に

は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
留
意
く
だ
さ

い
。
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。（
委
員
一
同
）

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長

林

健
二

副
委
員
長

鎌
田

愛
人

委

員

安

和
弘

〃

岡
田

弘
通

〃

池
田

啓
一

〃

吉
見

洋
和

池田啓一議員
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平成25年度 3月 7日から津波警報が変わります。

 気象庁では、平成 23 年（2011）東北地方太平洋沖地震による津波被害の甚大さに鑑

み、津波警報等の改善に向けた検討を行い、平成25年 3月 7日 12時より新しい発表基

準や情報文による津波警報等の運用を開始します。 

津波警報・注意報等の主な変更内容 

○ マグニチュード8を超える巨大地震の場合は、その海域における最大級の津波を想定

して、大津波警報や津波警報を発表します。このとき、予想される津波の高さを、「巨大」、

「高い」という言葉で発表して非常事態であることを伝えます。「巨大」という言葉を見

たり聞いたりしたら、東日本大震災クラスの津波が来ると思って、ただちにより高い場

所に避難しましょう！ 

○ 大津波警報や津波警報が発表されている時には、観測された津波の高さを見て、これ

が最大だと誤解しないように、津波の高さを数値で表さずに「観測中」と発表する場合

があります。「観測中」と発表されたら、これから高い津波が来ると考えて警戒を続けま

しょう！ 

津波警報・注意報の分類と、とるべき行動 

津波から命を守るためには、 

○ 強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じたら 

○ 揺れがなくても、津波警報を見聞きしたら    ⇒ ⇒ ⇒ すぐに避難！

津波警報等の変更内容等について、詳しくは気象庁ホームページをご覧ください。 

問合せ先：名瀬測候所技術課 ℡ 0997-52-0375 

10ｍ超

10ｍ

5ｍ

3ｍ

津波注意報 20ｃｍ～1ｍ 1ｍ （標記しない）

海の中にいる人は、ただちに海から上がって、海岸

から離れてください。津波注意報が解除されるまで

　海に入ったり海岸に近付いたりしないでください。

津波警報 1ｍ～3ｍ 高い

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台や避難

ビルなど安全な場所へ避難してください。津波は繰

　り返し襲ってくるので、津波警報が解除されるまで

　安全な場所から離れないでください。

大津波警報

とるべき行動

10ｍ～

5ｍ～10ｍ

3ｍ～5ｍ

巨大

予想される津波の高さ

高さの区分
数値での
発表

巨大地震の
場合の表現



軽自動車税とは､下記所有者に対して課税される税金です。 

① 原動機付自転車（125ＣＣ以下、ミニカ-） 

② 小型特殊自動車（農耕トラクタ－、フォ－クリフト等） 

③ 軽自動車（総排気量660ＣＣ以下の四輪及び三輪、125ＣＣ以下～250ＣＣ以下の二輪） 

④ 二輪の小型自動車（250ＣＣを超えるもの） 

 軽自動車税は、毎年4月1日現在瀬戸内町にある軽自動車を所有する人に課税されます 

ので、譲渡された方や使用していない軽自動車をお持ちの方は、3月3１日までに廃車の 

手続きを行ってください。 

≪問い合わせ先≫ 

①②の廃車手続きは、瀬戸内町役場 税務課 ℡0997-72-1116（直通） 

③④の廃車手続きは、奄美大島自動車整備工業協同組合（奄美市和光町）℡0997-52-1496 

※ 軽自動車税は自動車税と異なり月割課税制度はありません｡ 

  身体障害者(身障者､精神障害者､知的障害者)が所有する車においては障害等級により減免 

できます｡ 詳しいことは税務課まで問い合わせください｡   税務課  ℡0997-72-1116 

JICA 青年海外協力隊・シニア海外ボランティア募集

募集期間：４月１日（月）～ ５月１３日（月） 

この募集期間に合わせ、事業概要ならびに「体験談＆説明会」が各県で開催されます。 

＜青年海外協力隊＞ 応募資格：満２０歳～満３９歳 日本国籍の方 

会場 県民交流センター 東棟４階 大研究室 第４ 

日時 ４月７日（日）午前１４時００分～  ４月２０日（土）午後１８時３０分～ 

＜シニア海外ボランティア＞ 応募資格：満４０歳～満６９歳 日本国籍の方 

会場 県民交流センター 東棟３階 中研究室 第２ 

日時 ４月２０日（土）午後１８時３０分～ 

※ 応募時に事前に語学スコアの提出が必要ですのでご注意下さい。 

問合せ：【JICA九州】ボランティア班（又は JICAデスク鹿児島） 

℡：099-221-6624 E-mail：jicakicp-jpcvqc@jica.go.jp 

詳しくは JICAホームページへ：http://www.jica.go.jp 

３月１日（金）  古仁屋高校卒業式         広報せとうち(１２)

軽自動車の廃車について



◎対   象： ６５歳以上、一人暮らしの男性 （介護認定を受けていない方） 

◎期   間： 平成２５年５月～平成２６年３月まで （毎月隔週２回） 

◎募集定員： １０名 

◎募集期間： ３月２９日（金）まで 

包丁を持った事が無くても大丈夫！今さら聞けない料理の基本、教えます！ 

管理栄養士が作成した、栄養満点で一人でも簡単に作れる献立を御提案 

一人暮らしでは味わえない、季節毎の料理や楽しいイベントも開催！ 

食生活改善推進員や栄養士と一緒に調理し、おいしく楽しく会食 

作る楽しみ 男
子
厨
房
に

入
り
ま
し
ょ
う
！

こ
れ
か
ら
は

食べる楽しみ 

同世代の仲間作り 

お問い合わせ、お申込みは… 

役場保健福祉課 地域支援係 担当：三島まで 

直通電話 ０９９７－７２－１１５３ 

場  所： 中央公民館調理室 

参加費： 毎回材料費 ￥３００ 

時  間： 午前１０時～１３時まで  

（受付９時半～） 

広報せとうち（１３） ３月１日（金）  古仁屋高校卒業式 



1.家電リサイクル法について 

事業者及び消費者は、家電リサイクル法により家庭用の冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、テレビ

（ブラウン管式、液晶式及びプラズマ式のものに限る）、洗濯機・衣類乾燥機をリサイクルする

ことが義務づけられています。

また家電小売業者は、過去に販売した家電 4 品目廃棄物の引き取りや買い替えの際に同種の

家電 4 品目廃棄物の引き取りを排出者から求められた場合は、引き取ることが義務づけられて

います。 

2.家電リサイクル収集運搬料金の補助金について 

下記表１の軽減額のとおり、収集運搬料金のうち瀬戸内町から指定引取場所（鹿児島県本土）

までの航送料金が、 家電製品協会の離島対策事業により補助されています。 

家電リサイクル収集運搬料金は、取扱店によって異なりますので各家電取扱店にお問い合わせ

ください。 

また表２の家電小売業者は、過去に当該家電取扱店から購入したものや買い替えでなくても、

排出者からの求めに応じて廃家電の引き取りを行っています。 

○表１ 家電４品目航送料軽減額 

 家 電 品 目    軽 減 額   

エ  ア  コ  ン １，１２０円 

テレビ（ブラウン管式、液晶式、プラズマ式） ７１０円 

冷 蔵 庫 ・ 冷 凍 庫 
400L以下 １，３９０円 

401L以上 ２，４３０円 

洗 濯 機 ・ 衣 類 乾 燥 機 １，２２０円 

○表２ 家電リサイクル取扱店（※義務外品についても引き取り可能） 

 店 名   住 所 電 話 番 号  店 名   住 所 電 話 番 号 

ホンダ電機商会 船津 0997-72-1217 武原電気工事社 船津 0997-72-0617 

ニ シ ナ 電 器 大湊 0997-72-0774 高 田 電 気 松江 0997-72-0577 

キヨハラ無線 瀬久井 0997-72-0592 みなと電気工事 船津 0997-72-2137 

喜島電気設備 大湊 0997-72-0738 

【問い合わせ先】 

 瀬戸内町役場生活環境課  ℡０９９７－７２－１１１３（直通）

３月１日（金）  古仁屋高校卒業式         広報せとうち(１４)

家電リサイクル収集運搬料金の補助金について



平成２５年度建設工事等の指名願い受付が始まっておりますので、希望される事業所

は、次のとおり期限内に受付をされますようお知らせします。 

●受付年度 

  瀬戸内町に本社又は営業所を置く事業所・・・平成２５年度分 

  その他町外事業所・・・平成２５年度～２６年度の２箇年分 

●受付期間 

  平成２５年２月１日（金）～平成２５年４月１日（月）※消印有効 

●提出書類 

  「建設工事入札参加資格審査申請書」外、必要書類は町のホームページより 

  ダウンロード出来ますのでご利用ください。 

    トップページ「暮らし・手続き」 

       ↓ 

    各種手続き「入札・契約関係」 

       ↓ 

    平成２５年度 瀬戸内町建設工事等入札参加資格に関する様式 

◎問い合わせ 

  瀬戸内町建設課管理係 ℡ 0997-72-1197（直通） 

【応募資格】① 瀬戸内町（加計呂麻地区）に住所を有している者 

② 年齢（２０歳～６５歳まで） 

③ 町税及び使用料等に滞納がない者（同一世帯含む） 

【応募期間】平成25年３月１日(金)～3月 15日(金)まで（土、日、祭日は除く） 

        ※ 郵送可 3月 15日(金)消印有効 

【申込手続】所定の申込書兼履歴書を建設課土木施設維持係へ提出のこと。 

      （申込書兼履歴書は，役場建設課に置いてあります。） 

【採用方法】書類選考により実施。 

採用者には別途通知いたします。 

【雇用期間】 ・平成25年 4月１日～平成26年 3月 31日まで  

【職  種】道路伐採 

【そ の 他】 ・募集人員（4人）・（15日 / 月）雇用. 

・伐採経験者に限る 

・詳細は、役場建設課土木施設維持係へお問い合わせ下さい。 

【問い合わせ及び書類提出先】 〒894-1592  瀬戸内町古仁屋船津23番地  

町役場建設課 土木施設維持係 ℡ 0997-72-1111（内 106）  

FAX 0997-72-1120 

広報せとうち(１５) ３月１日（金）  古仁屋高校卒業式     

平成25年度建設工事等の指名願い受付について 

平成 25年度建道路伐採作業員（加計呂麻地区）を募集します 



３月１日（金）  古仁屋高校卒業式         広報せとうち(１６)

平成２５年 町営住宅随時入居募集

・既存町営住宅空家待ち 

・家賃（世帯所得額による） 

・ 募集期間は，３月４日（月）～次回の入居募集の時までとなります。 

・ 但し入居順位は，現待機者の最後尾となります。 

○ 申込資格 

①  瀬戸内町に住所を有すること。 

②  その者と同居する者は親族（婚姻の届け出をしていないが事実上婚姻関係と同様

にある者その他婚姻の予約者を含む）に限る。 

③  現に住宅に困窮している事が明らかな者であること。 

④  入居申込者の所得が収入基準額以下であること。 

⑤  各種町税及び使用料を滞納していない者であること。 

⑥  その者また同居親族が，暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

３年法律７７号）第２条第６号に規定する暴力団員でないこと。 

⑦ その他，公営住宅入居基準に該当する者。 

※ 添付書類 

住宅用所得額証明書・住民票謄本・納税納付証明書（住宅用） 

     世帯全員の健康保険証の写し（生活保護受給の場合は，受給証明書） 

○ 申込先 

・町役場 建設課 住宅係 ℡ 0997-72-1197（直通） 

定住促進住宅入居者募集のお知らせ 

あなたの知人で瀬戸内町に移住希望の方がいたら、ご紹介してください。 

加計呂麻島 押角地区 木造平屋 ３ＤＫ 家賃：１５,000円 

加計呂麻島 花富地区 木造平屋 ６Ｋ  家賃：１５,000円 

【受付期間】 平成２５年３月１日（金）～平成２５年３月１９日（火） 

        9:００～17:００（土･日祭日は除く） 

【申込資格】  

●  瀬戸内町に移住する者（入居決定後、本町に転入する者） 

●  現に同居し、又は同居しようとする親族（婚姻の届けをしないが事実上婚姻関

係と同様の事情がある者、その他婚姻の予定者を含む）があること 

●  居住地の市町村税及び使用料を滞納していない者であること 

●  その者又同居親族が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

３年法律７７号）第２条第６号に規定する暴力団員でないこと 

●  その他、町長が特に必要と認める者 

【必要書類】 所得額証明書、住民票謄本、納税・納付証明書、健康保険証の写し 

【問合せ先】 瀬戸内町役場 企画課 TEL０９９７-72-1112



広報せとうち（１７） ３月１日（金）  古仁屋高校卒業式

☆ 町では介護予防を目的に、高齢者の生きがいづくり、地域の

みなさまの健康づくりのために、健康づくり推進員が各地区に出

向き、教室を開催しています。

平成２５年度の開催地区を募集いたしますので、希望される

地区は下記までお申し込みください。

◆期 間：平成２５年５月～平成２６年３月まで 

      ＜毎月開催・２ヶ月に１回開催・年に２～３回開催など

ご希望の開催日程に調整させていただきます＞

◆内 容：主にグラウンドゴルフ

雨天時はレクリエーションや健康体操など

◆申し込み方法： 平成２5年3月２９日まで

保健福祉課地域支援係へお申し込みください。

連絡先：保健福祉課 地域支援係 （担当：三島 ）

℡ ０９９７－７２－１１５３（直通）



陸上競技場

円 円 円 円 円 円 円 円
130 260 520 70

一般 260 520 1,040 130 1,300 2,600 3,900 650
390 650 1,300 260 2,600 5,200 7,800 1,300

照明施設

庭球場

２時間
以内

２～４
時間

４～８
時間

延長１時
間につき

４時間
以内

４～８
時間

延長１時
間につき

円 円 円 円 円 円 円
200 400 800 120

一般 400 800 1,600 200 3,200 6,400 1,920

総合体育館

円 円 円 円 円 円

780 1,240 1,560 1,950 2,600 2,990

1,560 2,340 3,120 3,510 5,070 5,720

9,360 15,600 23,400 24,960 39,000 48,360

4,680 7,800 10,920 11,830 18,070 20,540

9,360 15,600 23,400 23,920 37,700 42,640

23,400 31,200 54,600 54,600 85,800 109,200

260 390 520 650 780 1,040

単位 使用料

70

100

90

190

190

390

260

520

※　使用料は，上記の使用料に100分の105を乗じて得た額（10円未満切り捨て）です。
※　詳細につきましては，清水公園総合体育館または社会教育課にお問い合わせください。

清水公園総合体育館　 　０９９７－７２－０２９８ （直通）
社会教育課　　　　　　　 　０９９７－７２－２９０５ （直通）

高等学校生徒

小・中校の児童生徒

１回40円

3,120 4,680 7,800

文化的催物に使用する場合（営利
又は宣伝を目的としない場合）

7,800 11,960 12,870

団体使用（１
回につき）

種　　　目

一般

一般

バスケットボール
小中高児童生徒

１面

使用者区分

バドミントン

球は除く
一般

１回30円

備　　　考

卓　球

小中高児童生徒
１面

ラケット，シャトルコックは除
く

１台 ラケット，球は除く

バレーボール
小中高児童生徒

１面 球は除く
一般

会　　議　　室

１回70円

小中高児童生徒

一般

個人　使用

使用者が入
場料等を徴
収する場合

文化的催物に使用する場合（営利
又は宣伝を目的としない場合）

専用使
用

使用者が入
場料等を徴
収しない場合

アマチュア
スポーツに
使用する場
合

小・中・高校の児童生
徒

その他の団体

その他の場合

アマチュアスポーツに使用する場合

その他の場合

全日

8時30分
～12時

12時～
17時

17時～
22時

8時30分
～17時

12時～
22時

8時30分
～22時

使 用 区 分 使 用 時 間

午前 午後 夜間
午前～
午後

午後～
夜間

庭球場夜間照明施設 １時間当たり500円

使　用　区　分
使用者が入場料を徴収しない場合 使用者が入場料を徴収する場合

一面につき
小中高校の
児童生徒

２～４
時間

陸上競技場夜間照明施設
１時間当たり3,000円
（44KWの場合は2,500円）

ソフトボール場夜間照明施設 １時間当たり1,000円

４～８
時間

使　用　区　分 使　　用　　料

その他の場合

延長１時
間につき

２時間
以内

４～８
時間

延長１時
間につき

団
体
専
用

アマチュアスポー
ツに使用する場
合

小・中・高校
の児童生徒

使　用　区　分
使用者が入場料を徴収しない場合 使用者が入場料を徴収する場合

２時間
以内

２～４
時間

平成25年４月１日から清水公園の使用料が下記のように改定されます。 

３月１日（金）  古仁屋高校卒業式         広報せとうち(１８)



広報せとうち(１９)     ３月１日（金）  古仁屋高校卒業式         

3月 2013年(平成25年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

24 25 26 27 28 1 2 
    古仁屋高校

卒業式 

ＬＣ杯小学

生ﾊﾞﾚｰ大会 

3 4 5 6 7 8 9 
ＬＣ杯小学

生ﾊﾞﾚｰ大会 

☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎男の料理教

室 

10 11 12 13 14 15 16 
☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

古仁屋中学

校卒業式 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎1歳6ヵ月

健診 

◎親子教室

（3歳以上） 

17 18 19 20 21 22 23 
 ☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

春分の日 ☆ぽっかぽ

かくらぶ 

古仁屋小附

属幼稚園卒

業式 

◎親子教室

（3歳以下） 

古仁屋小学

校卒業式 

24 25 26 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

27 28 
☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎6ヵ月児健

診

29 30 

31 

○ ぽっかぽかくらぶ、、きゅら島コツコツ継続コース、3歳児健診、3ヵ月児健診 

母親学級、の問合せは、保健福祉課 保健予防係TEL0997-72-1068 （直通） 

 男の料理教室の問合せは、保健福祉課 地域支援係 TEL 0997-72-1153 （直通） 

★  休校中の押角小学校の空き時間を活用して『生きがいサロン』をしています！ 

みんなが集まって楽しい時間を過ごせるように様々な内容を考えています。 

現在、手芸や囲碁、ヨガ、子ども教室などを行っています。 

みなさんの参加をお待ちしています♪ 

問合せ 加計呂麻 健康づくり推進員 重岡・籾山まで ℡0997-76-0548 



３月１日（金）  古仁屋高校卒業式 広報せとうち（２０）

～
高
丘
が
２
年
ぶ
り
の
優
勝
～

１
月
１３
日
、
第
３７
回
瀬
戸

内
町
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ

古
仁
屋
市
街
地
の
コ
ー
ス
を

１２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
１０
区

間
約
２１
キ
ロ
で
争
わ
れ
た
。

小
雨
が
降
り
、
あ
い
に
く
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
あ
っ
た

が
、
１
区
で
船
津
チ
ー
ム
が
ト

ッ
プ
で
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に
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、
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で
は
、

嘉
鉄
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ー
ム
が
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ッ
プ
に
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れ

代
り
、
５
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で
は
高
丘
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ー
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が
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

高
丘
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ー
ム
は
、
８
区
で
瀬

久
井
西
チ
ー
ム
に
抜
か
れ
た
が

９
区
で
再
度
抜
き
返
し
、
そ
の

ま
ま
逃
げ
切
っ
て
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勝
の
栄
冠

を
手
に
し
ま
し
た
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ま
た
、
実
久
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ー
ム
が
Ｂ
ク

ラ
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優
勝
を
果
た
し
、
躍
進
賞

は
篠
川
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ー
ム
が
受
賞
し
ま
し

た
。

～

離

島

防

災

～

１
月
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日
、
日
本
損
害
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険
協

会
か
ら
小
型
動
力
ポ
ン
プ
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軽
消

防
自
動
車
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さ
れ
ま
し
た
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小
型
ポ
ン
プ
車
は
、
請
島
の
請

阿
室
に
配
備
さ
れ
、
同
車
は
悪
路

で
の
走
行
や
狭
い
道
路
で
の
消
火

活
動
に
機
動
的
で
迅
速
な
初
期
消

火
・
救
命
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
高
齢
者
や
女
性
に
も

取
り
扱
い
や
す
い
小
型
動
力
ポ
ン

プ
を
用
い
て
い
る
。

請
島
の
島
民
に
、
安
全
と
安
心

を
与
え
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
貢
献
し
て
く
れ
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

～

一

致

団

結

～

２
月
１０
日
、
大
島
本
島
南
部

振
興
協
議
会
の
活
動
の
一
環
と

し
て
、
瀬
戸
内
町
・
宇
検
村
・

大
和
村
の
３
町
村
で
西
古
見
集

落
の
町
道
曽
津
高
崎
線
の
伐
採

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
は
、
４
班
に
分
か
れ
曽

津
高
崎
灯
台
ま
で
の
町
道
を
３

町
村
職
員
で
協
力
し
な
が
ら
伐

採
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
の
中
で
、

各
職
員
が
積
極
的
に
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

瀬
戸
内
町
駅
伝
競
走
大
会

小
型
消
防
ポ
ン
プ
車
寄
贈
式

３

町

村

職

員

交

流

会

順位 地区名 タイム 順位 地区名 タイム

1 高　丘 01:19:15:10 7 春　日 01:25:48:10

2 瀬久井西 01:21:05:20 8 篠　川 01:26:36:90

3 実　久 01:22:18:40 9 松　江 01:26:38:80

4 瀬久井東・清水 01:23:03:80 10 大湊・須手・手安 01:27:00:50

5 船　津 01:23:14:70 11 山　郷 01:30:43:90

6 嘉　鉄 01:25:07:80 12 油　井 01:31:32:60

　躍　進　賞　　篠　川
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「お誕生・ご結婚・

お悔やみ」は 1月

に届けられた分

のうち、希望者の

みを掲載していま

す。 （敬称略）

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

玉
利

勇
磨

ゆ

う

ま

渉

阿
木
名

田
原

実み

梨の
り

章
貴

古
仁
屋

榮

陽ひ

向な
た

勇
司

古
仁
屋

中
村

心あ
い

海み

瑛
史

東
京
都

ご
結
婚

お
め
で
と
う

名

前

本

籍

久
原

武
蔵

諸

鈍

野
村

あ
や
香

古
仁
屋

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

宮
内

信
之

５９

西
古
見

村
田

恒
治

６４

久

慈

堂
畑

邦
夫

８４

奈
良
県

嘉
本

壽
子

８７

古
仁
屋

濱
畑

至
子

８５

古
仁
屋

田
畑

由
美
子

５７

花

富

川
畑

チ
ヅ

８６

清

水

原
田

シ
カ
コ

８４

阿
木
名

津
留

イ
セ
子

８３

池

地

重
野

義
俊

６９

古
仁
屋

上
原

文
雄

８３

管

鈍

福
田

森
勝

９４

秋

徳

靜

ア
キ
子

９８

生

間

西
田

美
保
子

７３

古
仁
屋

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
１
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

安
田

一
隆

律
子

瀬
久
井
東

與
倉

い
そ
の

嘉
本
壽
子

船

津

合
計

５
０
，
０
０
０
円
也

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
） 

 
 
 
 
(

住
所) 

大
里

昭
吾

一
万
円

八
代
市

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
種
別
変
更

国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
，
次
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
，
届

出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
，
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で

す
。
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
，
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
，
年
金
手
帳
を
添
え
て
，
そ
の
都
度
忘

れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
国
民
年
金
の
加
入
種
別

・
第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
や
農
業
・漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
，
二
十
歳
以
上
の

学
生
，
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が
対
象
と
な
り
，
加
入
や
種
別
変
更

の
手
続
き
は
，
役
場
町
民
課
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

・第
二
号
被
保
険
者

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め
の
方
な
ど
，
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
，

会
社
や
官
公
庁
が
行
い
ま
す
。

・

第
三
号
被
保
険
者

国
民
年
金
の
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
方
が
対
象
と
な
り
，
届
出
は
，
配
偶
者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行

い
ま
す
。

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日】３月２８日（木）

【時 間】午前１０時～午後１時

【場 所】中央公民館

【相談内容】相続・売買等名義変更について

遺言書作成について、成年後見について等

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

中小企業金融円滑化法の期限到来について

円滑化法が本年3月末に期限を迎えます。 

【金融庁の検査・監督の方針（骨子）】 

●金融機関が貸付条件変更等に努めるべきことは、期

限到来後も何ら変わりません。 

●金融検査・監督のスタンスは、期限到来後も変わら

ず、金融機関には、借り手の経営課題応じた解決策を

借りての立場で提案し、時間かけて実行支援するよう

促します。【問】九州財務局鹿児島財務事務所理財課 

      ０９９－２２６－６１５５
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～

有

終

の

美

飾

る

～

１
月
２６
・
２７
日
の
２
日

間
に
わ
た
っ
て
、
２
０
１
３

年
学
童
軟
式
野
球
新
春
大
会

（
６
年
生
壮
行
大
会
）
が
奄

美
市
名
瀬
運
動
公
園
市
民
球

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
仁
屋
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー
ル

は
、
２
回
戦
と
準
決
勝
を
完

封
で
勝
利
し
、
決
勝
の
朝
日

野
球
Ｓ
Ｐ
戦
で
は
、
先
取
点

を
取
り
、
中
押
し
、
ダ
メ
押

し
と
効
率
的
に
点
数
を
挙
げ

守
っ
て
は
、
朝
日
打
線
を
２

安
打
に
抑
え
優
勝
し
ま
し
た
。

～

人

工

芝

コ

ー

ト

～

清
水
運
動
公
園
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
平
成
２４
年
度
ス

ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業

な
ど
を
活
用
し
、
砂
入
り
人

工
芝
に
改
修
さ
れ
、
２
月
３

日
に
完
成
を
記
念
し
た
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竣
工
式
終
了
後
に
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
と
硬
式
テ
ニ
ス

に
分
れ
て
記
念
大
会
が
開
催

さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
、
人

工
芝
の
感
触
を
確
か
め
な
が

ら
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

～
３
年
の
月
日
を
か
け
～

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   

平
成
２
５
年
3
月
号

№
６
4
8
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快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

学
童
軟
式
野
球
新
春
大
会

4月からﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの申請・交付が役場でできます！

期日：平成25年4月1日受付・交付分以降～

※ 3 月末日までは従来どおり鹿児島県大島支庁

瀬戸内事務所での申請・交付となります。 

受付窓口：瀬戸内町役場企画課(2階) 

      ℡ 0997-72-1112(直通) 

受付時間：8：30～17：00 

(土日・祝日，振替休日，年末年始休暇期間を除く)

※詳しいことについては、お問合わせください。 


